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１．はじめに －研究の背景とねらい－

小河川や農業用水路がもたらす水辺の豊かさが、生活環境に重要な役割を果たしている

ことが、各地で再認識され始めている。農業用水路に非かんがい期の通水が実現すること

は、冬期の水辺環境が大きく改善され、景観形成や生態系保全の観点からも重要視される。

その一方で、維持管理労力の増加や受益圃場の生産環境との調整などが指摘され、水辺周

辺地域住民の合意形成や維持管理活動への積極的参加が重要な課題である。

この研究では、平成 14 ～ 18 年度に兵庫県下で農林水産省と国土交通省の連携のもとに

実施された「都市化地域水環境改善実証調査」を事例に、試験通水前後の地域住民の水辺

への関心や意識の変化を明らかにすることにより、住民アンケートやワークショップ等を

通した試験通水への主体的取り組みが地域住民の水辺環境意識の向上に重要であることを

指摘する。

２．事例地区の概況と研究の方法

対象とした事例地区は、一級河川Ｉ川から取水するＩ用水路の流下集落である。総戸数

57 戸（うち農家 28 戸；49.1 ％）、農地面積約 19ha のＴ集落では、年１回かんがい期の通

水前に非農家を含めた全世帯で用水路の清掃を実施するなど、地域資源の共同管理活動に

も意識が高く、小学生を対象とした水路での生き物観察などのイベント開催にも積極的な

集落である。

このＴ集落などを対象に、冬期の試験通水実施前後（Ｈ 14、Ｈ 17 年度）に水路周辺の

環境、試験通水への意識や期待等に関するアンケートを実施するとともに、自治会代表者

や土地改良区役員、行政担当者等への聞き取り調査を継続的に実施した。さらに、平成 17

年度には、適正水量に関するワークショップ形式の住民評価調査を実施するとともに、同

18 年度には、住民参加型ワークショップを２回、ワークショップ実施前後に住民代表と

の座談会を計２回開催し、これらの諸データの分析と現地踏査により研究を進めた。

３．結果とその考察

（１）水辺の環境点検と活用構想づくりワークショップ

住民代表者による冬期の適正通水量評価のためのワークショップに引き続いて、住民参

加型のワークショップを２回開催した（表１）。参加者の大半は２回を通じた出席者であ

った。いずれも集落公民館において土曜日に開催したが、第１回目は、詳細な地図を持っ

て実際に水路に沿って現地を歩き、水辺の環境を点検した。
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水辺の環境点検では、現地踏査後、Ａ０版の大縮尺地図を囲んで感想を述べあい、点検

結果を付箋に書いて地図に貼り付けながら意見交換を行い、情報の共有を図った。多く出

された点検結果の内容としては、①ゴミや土砂の堆積・放置箇所の指摘、②水量・水質の

特徴、③小魚などの生き物発見場所の指摘、④水辺環境の改善提案、などであった。

表１ Ｔ集落におけるワークショップの開催経過

Table 1 Process of Workshop and Meetings in T-rural community

注：参加者の年齢構成､人数(ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ除く)等から本格的な住民参加型ワークショップは､(1)(2)の２回

水辺の活用構想づくりでは、環境点検結果を踏まえて将来の水辺利用や地域づくりにつ

いて自由な意見を出し合い、環境点検と同様にＡ０版の地図上に付箋を貼り付けて集約し

た。多様な意見や提案が出さ

れたが、①看板設置等ゴミ捨

て防止の啓発活動、②水辺の

清掃や維持管理活動の強化、

③生き物の保全対策、が多数

を占め、住民共通の関心事で

あることが明らかになった。

これらの事項は、 a.短期的／

中長期的、b.自助努力／協力 図１ 水辺環境への住民意識の変化(H14→H17)

支援の２つの視点で整理した。 Fig.1 Change of Residents' Views to Canal-side Environment

（２）水辺に対する住民意識の変化

アンケート結果を比較すると、

冬期の試験通水を経験して、住民

に安らぎ感の向上や水質改善の実

感が高まる（図１）とともに、維

持管理活動への参加意向の高まり

が指摘された（図２）。 図２ 維持管理活動への参加意向の高まり(H14→H17)
Fig.2 Raising the Residents' Will of Participating Maintenance Activities

４．おわりに

水辺への住民の関心や維持管理活動への参加意識の高まりを持続するためには、｢農地･

水･環境保全向上対策｣等の施策も活用しつつ、住民主体の組織的な活動が期待される。
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適正水量評価 事前打ち合わせ 水辺環境点検(1) 水辺活用構想(2) 結果整理・懇談
開催日 2005年11月20日 2006年8月2日 2006年10月28日 2007年1月13日 2007年3月6日
参加者数 7 3 23 17 2
時間 ２時間 ２時間 ２．５時間 ２時間 １．５時間
開催場所 集落公民館・現地庁舎会議室 集落公民館・現地集落公民館・現地庁舎会議室
班構成 全員・３回実施 円卓形式 ３班構成 ３班構成 円卓形式

回答内容の比較
通年通水による影響について

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

１，水が見えることで安らぎを感じる

２，水の音が聞こえ安らぎを感じる

３，常に水路の水が利用でき便利だ

４，景観が良くなる

５，水に親しむ機会が増える

６，野生生物にとって環境が良くなる

７，排水が薄められ、水質が向上する

８，火事などの緊急時、安心感が高い

9，水の音でうるさくなる

１0，水の事故の危険性が高まる

１1，管理する費用・手間が増加する

１2，水路のゴミが増える

１3，大きな変化は感じない

１4，その他

通水前

通水後

回答内容の比較
維持管理に参加するか

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

１，積極的に参加する

２，時々参加・協力する

３，時間の都合で不可

４，参加するつもりはない

５，周囲が参加するなら参加する

６，分からない

通水前

通水後


